


概要

下記図のように。従来のスクリュウプロペラの回転軸に代えて、円筒のケーシン
グの内周面にスクリュウプロペラの突出羽根を設けた流体搬送器で、該搬送器
は支持機構により回転自在に支持され、駆動装置によって回転駆動する。

効果

1.搬送パイプの途中に取り付けることで、搬送の効率化が図れる。
2．搬送物の詰まり等を防止できる。
3.コンパクトにデザイン（全長寸法を短くできる）

利用方法

1．流体（上下水-オイル他）・粒体（米・麦他）や紛体のパイプ輸送に。
2．船舶のサイドスラスタ等の装置のコンパクト化に。
3. 深海で採掘されたレアアース等を船上に汲み上げる搬送パイプの途中に取
り付ける、また、揚泥装置に。

4．高炉ガス等の回収に於いて、付着するダストの抑制に。
5.漂流軽石の回収に。

流体搬送器
（中空軸のスクリュープロペラ）

特許番号
特許第7636745号
PCT 出願番号
PCT / JP2025 / 005424

今般の発明による推進装置（流体搬送器）
〈斜視図〉

〈正面図〉 〈側面図〉
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従来の推進装置（スクリュー）
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進化する
 
①火災・災害現場における救出用携帯通路
②地震・津波発災時の簡易避難用トンネル
③水害時の浮体構造・救命保持剤

 
流出オイル・マイクロプラスチックの回収フェンス

 
①大型テント等の仮設構造材（支柱・梁）
②上下水道・管路等インフラの補修・更新用中空筒状部材

 
チューブへの水圧入による遮断放射線遮蔽構造

 
①宇宙ステーション用インフレーターダブル構造
②ロボット用人口筋肉
③医療用チューブ（気管切開・カテーテルなど）

 
①火災・災害現場における救出用携帯通路
②地震・津波発災時の簡易避難用トンネル
③水害時の浮体構造・救命保持剤

 
流出オイル・マイクロプラスチックの回収フェンス

 
①大型テント等の仮設構造材（支柱・梁）
②上下水道・管路等インフラの補修・更新用中空筒状部材

 
チューブへの水圧入による遮断放射線遮蔽構造

 
①宇宙ステーション用インフレーターダブル構造
②ロボット用人口筋肉
③医療用チューブ（気管切開・カテーテルなど）

防災・救助分野

環境保全

建設・産業利用

放射線防護

宇宙・ロボット・医療

提案の背景
原子力事故、放射線治療施殿、放射線作業区域等において、人体への放射線被ば
くを軽減するための遮蔽設備の必要性が高まっている。従来は鉛板、コンクリート
等の固定式の遮蔽構造が主であり、緊急時に柔軟に対応できる遮蔽空間の確保
は困難であった。

解決手段
本発明の遮蔽空間または通路は、以下の構成を備える
● 下記図の流体導入式中空形成チューブにより形成する。
● 複数本のチューブやシートを外周に多層化して、遮蔽性能を強化が可る。
● チューブの素材は織布、ゴム、合成脂などの密封構造とし、必要に応じて多層化
される。

● 使用する流体は、高い遮蔽性を持つ水、鉄粉水、コンクリート混水など

発明の効果
● 緊急時にコンパクトな状態で運搬し、現場で即座に展開・注水することで遮蔽
空間を形成できる。

● γ線や中性子線などに対し一定の遮蔽性能を有する柔軟な構造体となる。
● 多層化構造により遮蔽効果を高めつつ、設置性や柔軟性を損なわない。
● 医療、原子力、防災、研究、軍事など多様な分野で活用可能である。
● 宇宙・極地・地下空間など放射線環境下での作業空間での活用。

緊急用放射線遮蔽用の
避難通路または遮蔽空間

特 2025-114510

避難部の斜視図・断面図
〈斜視図〉

大径中空（避難空間）

〈中空チューブ〉

〈側面図〉

密着巾

環状小径ホース

環状小径ホース

遮蔽物（水）

ホース環状小径ホース

出入口

提案の背景
日本全国の上下水道・管路インフラは、高度成長期に整備されたものが多く、
現在、老朽化・漏水・耐震性低下が深刻な社会課題となっています。
従来の更新工法では、掘削を伴う大規模工事や、施工条件が限定される工 法
が多く、コスト・工期・安全性の面で課題がありました。

解決手段
本技術は、既設管路内に挿入可能な中空筒状部材を用い、流体の導入によ り
拡径して管路内周面に密着拡径・形状保持または硬化することで、既設管路の
内側に新たな管路構造を形成するものです。

技術的特徴
(1) 拡径・形状保持の自由度
(2) 構成部材の柔軟性
細長状部材(長距離管路向け)、環状部材(小径管・立坑・短区間向け)、両者
の組合せも

(3) 高い施工性
折り畳み・巻回状態で挿入可能、重機・掘削作業を最小限に抑制

(4)止水・気密性能
外周シート材により滑水・ガス漏れを防止、既設管路の凹凸にも追従して密着

上下水道・管路等
インフラの補修・更新用
中空管状部材と施工法
一掘削を最小化する新しい管路更新技術一  特開 No. 2026-15592

細長状部材

細長状部材

当布バンド

流体圧入装置・流体抜取り装置・貯蔵タンク

流体圧入装置・流体抜取り装置・貯蔵タンク

流体抜取り装置

流体圧入装置

切替弁

流量計

細長状部材

流体の圧入で伸張・拡径された中空筒状部材

管路に挿入された中空筒状部材管路

管路

切替弁

マンホール マンホール

マンホール マンホール

切替弁

挿入された中空筒状部材に流体を圧入・展張し拡径した図

既設管路へ中空筒状部材を投入

中空筒状部材の概要

ありそうでなかったを“カタチ”に
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簡易避難用トンネル
火災・地震・津波等の災害現場に、
流体導入式中空形成チューブ

オイルフェンス
充気式中空チューブオイルフェンス

救命ボート
中空チューブ救命筏

救命筏の浮体となるチューブに流体導入式
中空チューブを用い、中空部を避難場所に
することで安全性、居住性を大幅に向上さ
せることができた。

〈特徴〉
1.海が荒れても、転覆や投げ出される心配
がない。

2.風雨、冷気をしのげる。
3.居住部が広く取れ、収容者の増加が図ら
れる。

4.流体の圧入量が少なく済むので展張が
早い。

5.構造部材の強度・耐久性を高くして大型
化が可能。

6.複数本のホースからなり、破損等のリス
クが小さい。

7.プライバシーが保護しやすい。

大径中空を形成する周りの小径ホースに空気等の流体を圧入、チュー
ブを展張して漂流オイルの拡散を止め、オイルを内部にタイミング良く効
率的に回収できるオイルフェンスシステム。収納もコンパクト。

効 果

効 果

波や海流の早いところではオイルフェンスは役
立たないと諦め、海の環境に悪影響の分散剤に
頼ろうとしているが、中空式オイルフェンスによ
り荒波の特性を利用し、効率的に流出油を回収
することを可能とした。

〈特徴〉
1.荒海でも流失オイルの逆流を防ぎ、チューブ
内に安定化させ、エマルジョン化を防止。

2.オイルフェンスの波乗性、直進性の調整が可能。
3.圧入材により、海面に浮沈させる高さ調整
が可能。

4.流体の圧入量が少なく済むので展張が早い。
5.構造部材の強度・耐久性を高くして大型化
が可能。

6.複数本のホースからなり、破損等のリスク
が小さい。

効 果

チューブの構成材が軽量である特徴を生か
し、大径中空を多目的通路および物資搬入
通路として利用するほか、ホース（素材・長
さ・圧力・圧入材・使用本数等）および外皮（素
材・長さ・張力等）を使用目的に合せ選択する
ことにより、避難テント、救命筏等に最適な
チューブシステムを提供できる。

〈例〉1.橋の流失時の仮設橋梁として。
2.海難事故による遭難船舶からの緊
急救出通路として。
3.高層ビルとビルの間をつなぐ緊急
避難通路として。
4.高層ビル用消防車の高層階救出梯
子として。

［タイヤ式チューブ］ ［ラセン式チューブ］

［収納時の状態］

乗込補助材保管倉庫

［断面図］

バラスト又は水室

海水放出口

スカート

流出オイル

流出オイル回収口

海水海水

海水

回収オイル

回収オイル逆流防止幕

海
水

大径中空を形成する周りの小径ホースに空気等の流体を圧入すると、
内部に人が通れる直径約2ｍ大径中空チューブが形成され、多目的な
通路として防災・減災・救災等に活用できるチューブシステム。未使用時
は折りたたんで保管。

スカート

シート

ホース

海水放出口

流出オイル回収口

特願 №2011-052125 特願 №2011-021976
特許 №4801214
PCT/JP2011/072659

［高層ビル用消防車の高層階救出梯子として］

［橋の流失時の仮設橋梁として］

固定バンド

中空孔

流量計

切替弁

流体抜取り装置
流体圧入装置

引掛け具

小径ホース

当布バンド

ロープでの
救出は
危険！

インフレータブル構造クレーン
〈特許出願No.2021-170340〉

宇宙ステーションで使用する

　宇宙ステーションの船外で使用するインフレータブル構造のク
レーンで、アーム部に中空チューブを用い、この中空を宇宙飛行士の
通路および作業空間とすることが大きな特徴で、これまでの概念と異
なるクレーンです。（注：中空チューブ内は宇宙と繋がっており、密閉
されたものではありません。）
　インフレータブル構造物ゆえ、小さく折り畳め、軽量、運搬・保管が
容易であり、デブリの衝突等により中空チューブの一部(ホース)が破

損してもチューブ形状を保てることで安全を確保できます。
　中空チューブ内に、宇宙服に装備される通信や酸素供給装置などの
一部を配設することで、宇宙飛行士は軽装備で作業が可能となります。
　また、複数の中空チューブをアクチュエーターで連結して、宇宙ス
テーションの裏側へ届かすことが可能で、宇宙飛行士は宇宙ステー
ションから離れても中空チューブ内に留まっている限り安全・安心な
作業環境が得られます。

ハッチ
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空
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宇宙ステーション

出入口

大径中空を形成する
周りの複数本小径ホ
ースに、空気等の流体
を圧入すると、内部に
人が避難できる直径
約2ｍ大径中空孔が
形成され、海難事故
時等の多目的な緊急
避難空間として用いる
救命ボート（筏）。
未使用時はコンパクト
に収納。

［断面図］

乗込補助材保管倉庫

避難場所

避難場所

避難場所


